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新潟市田んぼダム 

マスコットキャラクター 

「貯め田
た  た

郎
ろう

」 

新潟市報道資料 

平成 26 年 1 月 9 日 

報道関係者 各位 

新潟市農林水産部農村整備課 

 

 

 

 

新潟市江南区天野地区で田んぼダムを！   
“農業農村の多面的機能の活用による，農村と都市の相互理解と協力に向けて” 

 

 近年多発する集中豪雨によって，農作物や市街地の被害が

起こる中で，田んぼダムの取り組みが注目されています。 

 田んぼダムは，水田の持つ水を貯める力を活用し，雨水をゆ

っくりと排水することで排水路の急激な水位上昇を抑え，浸水被

害の軽減を図る取り組みです。 

田んぼダムは，排水口に小さな穴のあいた板やます等の調整

装置を設置することで効果を発揮します。 

平成 23 年新潟福島豪雨の際には，南区白根郷地区で浸水被

害面積が約 3 割軽減されました。 

モデルとなる天野地区は近年の集中豪雨による農作物や下流

の住宅地の浸水被害が発生している地区です。今回，約 50ha

の田んぼを重点的に整備することにより，浸水被害の軽減が期待され

ます。現在，新潟大学と連携し，より効果的な取組方法を検討しており，

平成 26 年度から，田んぼダム実施のための簡易整備を進めます。 

 本市は，農村と都市が助け合う農業都市の実現を目指し，多くの人が

恩恵を受ける田んぼダムの取り組みの，より一層の普及に努めますの

で，ぜひ広報にご協力いただきたくお願い申し上げます。 

  
 

約５０ha をモデル地区に選定！！  

平成２６年度から簡易整備を進めます！ 

«問い合わせ先»  新潟市農林水産部 農村整備課 農村計画係 

         担当 ： 樋口・金子  025-226-1828（直通） ｆａｘ025-230-1033 
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